
を開催しました。

第１部の基調講演、第２部のパネルディスカッ
ションではインバウンドに関するHOW TOを登壇者
の皆様から語っていただき、第３部では日頃イン
バウンドでの悩み事を解決するための相談会を催
したところです。

訪日外国人旅行者の拡大は、旅行者の国内消費を
通じて地域経済の活性化、雇用機会の増大等の大
きな経済効果が見込まれるところであり、少子高
齢化社会の進行及び地域経済の低迷に直面する地
方にとってその関心の高さがうかがい知れる
フォーラムとなりました。

観光庁、北陸信越運輸局、(社)日本旅行業協会は、２０１０年１２月２１日、
石川県地場産業振興センターにおいて、「外国人訪日促進地域フォーラムin
石川」を開催いたしました。

このフォーラムは、インバウンド拡大に向けた課題やベストプラクティス等
を関係者間で共有するとともに、課題の抽出、分析を通じてビジット・ジャ
パン事業にフィードバックすることを目的とし、当日は宿泊関係者、観光産
業の関係者、旅行会社関係者、自治体関係者等１５８名の方々からご参加い
ただきました。

in 石川in in 石川石川



第１部基調講演
「外国人から見たインバウンドマーケットビジネスの発展性」

開口一番「KIA ORA」の大きな
声。それはニュージーランドの
挨拶でした。インバウンドのス
ペシャリストであるヒル氏から
は、地方におけるインバウンド
振興についてご講演いただきま
した。

外国人は作られたものを観に
来るのではなく、古くからある
地域の魅力を観に来る、体験す
ることを望んでいる。日本は多
様な観光資源がある国。外国人
はそれを知らないだけであり、
地域の魅力を伝えることが重要
と力説。

日本のおもてなしは世界一。
外国人だからといって特別なこ
とをする必要はない。日本の風
習を説明し、理解していただく
ことが得難い体験となる。

第２部パネルディスカッション

「地域独自の訪日促進ベストプラクティスとは何か」

～訪日外国人の“ベストデスティネーション”を目指して～

ファシリテイター

(株)農協観光 旅行事業部 国際交流課 野口 英夫氏

パネリスト

北陸信越運輸局企画観光部長 岩城 宏幸氏

(社)石川県観光連盟 副理事長 山口 裕啓氏

立山黒部貫光(株) 営業推進部 取締役営業推進部長

野島 浩二氏

(株)BICO 代表取締役 李 碩鎬氏

(株)JTBエイティーシー 代表取締役社長 砂原 泉氏

ファシリテイターを
中心として各パネリ
ストからインバウン
ドに関する取組や成
功事例、東アジア市
場を対象とした市場
分析、誘客効果など
の意見発表がありま
した。

対象市場の特性を
理解した誘客プラン
が必要。

他の地域との連携。

３０００万人時代
に向けての受入環境
の整備。


